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里まち倶楽部

西岡 ゆきこ さん
（県立大学１年生）

　今回は２つのコースを用意しました。本町地
区のツバキを楽しむコースでは、隠れたツバキ
の名所や椿まつりの会場を巡ります。会場では、
石川県で発見・品種改良されたツバキも多数展
示されているそうで、私も楽しみです。
　もう１つは旧北国街道沿いのツバキを巡るコ
ース。国指定文化財喜多家のツバキ
や市内で珍しい五色 のツバキが見
どころです。
　自分のまちを一緒
に探索しましょう。

盆栽愛好会

山科 哲次 会長

　毎年、椿まつりでは盆栽の展示と即売会をし
ています。植物が相手なので、椿まつりに合わ
せて花開くよう、温度管理などをするのが一苦
労。暖房の効いた会場でも開花が進むので、１
日目の午前と２日目の午後では、きっと違った
ツバキの顔が見られますよ。花だけでなく、葉
や枝の美しさも見どころです。会場にはさまざ
まな作品が並び、盆栽の魅力満載です。新しく
野々市市に来た人は、せっか
くのご縁ですから、市花木
であるツバキを愛で、気
に入った１本をご家庭で育
ててみませんか。

椿苗や花苗、盆栽、園芸資材などの即売会「花
と緑の市」。各種の花が春を彩ります。

ツバキを題材に、子どもたちのかわいい物から
匠の技まで、さまざまな作品が並びます。

文化会館フォルテ大ホール
入場無料

出演時間は前後しますので、
ご了承ください

文化会館フォルテ
２階セミナールーム

毎年、大人気の教室です。申し
込みはお早目に！
※写真は昨年のものです

椿オリジナルステージに特別ゲスト

まつりを主催ツバキを提供
寄せ植え教室椿の里・野々市を歩く

椿まつり実行委員会事務局（文化振興課内）☎ 227 － 6121

 都市計画課☎ 227-6092

 ボランティアガイドと一緒に

 ののいち里まち倶楽部事務局
（産業振興課内）☎ 227-6082

香り箱～ Spring
　今年の寄せ植えは、ハーブがいっぱいの香り
箱です。自分で作る素敵な香りで、春を演出し
てみませんか。
日時 13:30 から（13:00 開場）
対象 市民　　定員　20 人（先着順）
参加費 千円（材料費、容器代込み。当日徴収）
持ち物  エプロン、てぶくろ、タオル、 汚れて

もよい服装
申込開始 ３月６日㈬ 9:00 から

　椿まつりは、市の春一番のイベントです。寒
さから目覚めて「さぁ春が来たぞ！」というウ
キウキした気持ちをお届けできるよう、文化協
会の総力をあげて企画しました。野々市の椿ま
つりの名物は、各家庭からご提供いただくツバ
キの切り花です。市内には、ツバキが群生して
いる場所はありませんが、街角や公園、各家庭
の庭など、まちのあちこちにツバキが咲いてい

ます。そんな市民みんなで育ててい
るツバキの一部を会場に展示しま
す。また、特産品販売もあり、食
べて楽しむこともできますよ。

　ぜひ、春を感じに椿まつりへ
ご来場ください。

　今年で 23 回目を迎える、野々市の春を呼ぶおまつり「椿まつり」。
今年は３月 16 日㈯・17 日㈰に文化会館フォルテなどを会場に開か
れます。開催直前の今月号では、今年の見どころをピックアップし
て紹介します。椿一色に彩られた会場で、一足早い春の温もりを感
じてみませんか。体感！野々 市の

椿まつり2013直前

イベントてんこもり、
特産物もずらり 17

16

日

17
日

土
16土

春
【出店一覧】（　）内は販売業者名

ブローチ・アクセサリーなど（犀川画郎）、小物など（シルバー人材セン

ター）、染物Ｔシャツ（染めあそび）、九谷焼販売（九谷焼販売協同組合）、

草木染め（市商工会女性部）、野々市煎餅（市商工会）、椿饅頭・椿最中・

栗入りどら焼き・バター入りどら焼き（いそや菓子店）、勧進帳最中（樫

田富嶽堂）、じょんから最中・椿もち・富樫の里・のっティどら焼き・の

っティ煎餅（加幸庵）、赤まま（稲荷生産組合）、ヤーコンなど（農業振

興協議会）、ichi 椿（中村酒造）、かきもち・おこわなど（林農産）、キウ

イワイン（JA 野々市）、　特産果物・野菜・漬物・加工品など（フレッシ

ュじょんから市、野の華グループ）、小物など（コミュニティーセンター

たんぽぽ）、椿苗・小物など（椿愛好会）、盆栽・花苗（盆栽愛好会）、つ

ばき食堂（ハヤカワ）、のっティの水（市企業管理課）

【イベント一覧】詳しくは今月号と同時配布のチラシをご覧ください

椿展、アート・オブ・ツバキ（椿を題材とした各種展示）、もっとしりた

い！椿郷、折り紙つばきコーナー、公開文学講演会、花と緑の市、お茶

席、ジュニア椿絵画展、囲碁・将棋の自由対局コーナー（16 日）、囲碁・

将棋大会（17 日）　、ツバキ抽選会、お楽しみ抽選会　ほか

文化協会

内村 栄一会長

野々市市公式キャラクター。
野々市市のあれこれをつぶやく
ツイッターが好評。

ロビーでは、
のっティタオルの
販売もあるよ！

長崎県福江市（現・五島市）出
身。平成 17 年「ひまわりの譜」
でデビュー。

のっティ体操☆
　石川フィルハーモニックウィンズの生演奏
で、のっティが会場の皆さんと「のっティ体操」
を踊るよ！ぜひ参加してください☆

歌手の五島 つばきさん出演！
　椿の名所である長崎・五島列島出身の歌手、
五島つばきさんが野々市の椿まつりにゲスト出
演！ぜひ聴きに来てください♪

11:10
～ 14:50

～

16 日㈯の開会式
でも歌います！
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平成25年　市連合町内会総会

地域のことならまかせて！

わたしたちが今年の町内会長です
役　員（敬称略）

会　長 藤田　雅顯（あやめ）

顧問・副会長 藤　　　力（高橋町）

副会長 岡本　　正（新庄１丁目）

　〃 東　　正俊（蓮花寺町）

会　計 山岸　富明（下林）

会計監査 久保　哲造（白山町）

　 〃 大森　克成（太平寺）

理　事 宮本　一郎（本町１丁目（県住））

　〃 中野與志久（本町３丁目）

　〃 黒保　　洋（本町４丁目）

　〃 橋爪　健治（粟田）

　〃 新谷　義一（位川）

　〃 鶴㟢　明彦（稲荷）

　〃 南　　春男（三日市新町）

　〃 吉岡　　潤（丸木）

　〃 中藪　俊博（押野）

まちの町内会長さん
（敬称略）

本町１丁目 高橋　吉隆

本町１丁目（県住）宮本　一郎

本町２丁目 北川　昭広

本町３丁目 中野與志久

本町４丁目 黒保　　洋

本町５丁目 上野　喜紹

本町六丁目 山本　昌明

若松町 神谷　明生

横宮町 新崎　浩樹

高橋町 藤　　　力

扇が丘 芳野　哲夫

住吉町 本多　郁夫

菅原町 絹川　　博

菅原団地 竹中　総司

白山町 久保　哲造

本
　
町
　
地
　
区

中林 山岡　幸隆

中林丸の内 小山　　滋

上林 寺西　一栄

新庄１丁目 岡本　　正

新庄２丁目 池田三千夫

新庄３丁目 小林　伸夫

新庄４丁目 長勢　二郎

新庄５丁目 鈴木　秀典

粟田 橋爪　健治

矢作 北潟　隆志

三納 山田　正俊

藤平 川畑　靖弘

藤平田 吉田　龍夫

藤平田２丁目 桑原　　斎

下林 山岸　富明

位川 新谷　義一

太平寺 大森　克成

清金 上野　耕司

清金３丁目 川西　昌也

末松 中島　基和

富
　
奥
　
地
　
区

稲荷 鶴﨑　明彦

堀内 星場　　学

堀内新 川崎　賢成

田尻町 中村　昭一

三日市町 松野　俊一

三日市新町 南　　春男

二日市町 北出　孝蔵

徳用町 黒森　　淳

郷町 市川　正明

蓮花寺町 東　　正俊

柳町 深見　哲男

長池 伊藤　誠司

郷
　
地
　
区

丸木 吉岡　　潤

押野 中藪　俊博

押越 杉沢　詔吉

野代 松原　敏広

あすなろ団地 田中　俊久

御経塚 村上　孝一

あやめ 藤田　雅顯

押
　
野
　
地
　
区

ツ
バ
キ
で
震
災
の
復
興
を

　

東
北
大
震
災
の
被
害
に
あ
っ
た
岩
手

県
大
船
渡
市
か
ら
も
こ
の
大
会
に
市
民

が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
ツ
バ
キ
で
ま

ち
の
復
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
大
関
さ

ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。「
昨
年
は
、

津
波
で
流
さ
れ
た
中
学
校
の
仮
校
舎
近

く
で
住
民
と
と
も
に
ツ
バ
キ
の
植
樹
祭

を
行
っ
た
。
大
船
渡
市
は
市
章
が
ツ
バ

キ
。
樹
齢
１
４
０
０
年
の
『
三
面
椿
』

で
も
有
名
。
お
年
寄
り
の
『
自
分
が
植

え
た
ツ
バ
キ
の
花
を
、
子
や
孫
が
見

て
、
実
を
採
れ
れ
ば
そ
こ
に
意
味
が
あ

る
ん
だ
』
と
い
う
言
葉
を
聞
き
、
活
動

を
決
意
し
た
」

　

ツ
バ
キ
を
テ
ー
マ
に
命
を
引
き
継
ぐ

復
興
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
、
椿
サ
ミ
ッ
ト
に
加
盟
す
る
大
船
渡

市
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

２
月
15
日
㈮
か
ら
、
第
23
回
全
国
椿
サ

ミ
ッ
ト
沖
縄
大
会
が
、
北
部
の
１
町
２
村

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
初
日
に
は
本
部
町

で
、
全
国
椿
サ
ミ
ッ
ト
協
議
会
が
開
か

れ
、
市
で
の
平
成
28
年
度
全
国
椿
サ
ミ
ッ

ト
の
開
催
が
内
定
し
ま
し
た
。
市
か
ら
参

加
し
た
関
係
者
36
人
は
喜
び
を
分
か
ち
合

い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
日
本
ツ
バ
キ
協
会

の
総
会
や
交
流
会
で
は
、
全
国
か
ら
集
っ

た
椿
愛
好
家
や
自
治
体
関
係
者
と
親
交
を

深
め
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
は
、
琉
球
の
ツ
バ
キ
を
テ
ー

マ
に
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
大
宜
味
村
と
国

頭
村
の
椿
ま
つ
り
会
場
を
視
察
し
、
南
国

の
ツ
バ
キ
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

全
国
椿
サ
ミ
ッ
ト
協
議
会
に
は
、
ツ
バ

キ
ま
た
は
サ
ザ
ン
カ
を
花
木
に
し
た
り
、

こ
れ
ら
を
ま
ち
お
こ
し
に
活
用
し
て
い
る

全
国
41
の
市
町
村
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。

第27回全国椿サミット
野々市大会

平成29年３月に開催内定決まる

↑この大会で話題と
なったツバキ属の新
種「ヒメサザンカ」。
花の香りが最も強
い。沖縄でも植える
所が増えてきたとい
う。花の鑑賞だけで
なく、香りもツバキ
栽培の楽しみになっ
てきました。

海洋博公園内のツバキ展 交流会は琉球の踊りエイサーで盛り上がった

大関 輝一代表理事

  NPO みちのくふる里
　　　　ネットワーク  
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議
会
だ
よ
り

11
月
５
日
か
ら
７
日
に
か
け
て
、
住
民
と
の
協
働
参
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
条
例
に

つ
い
て
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
議
会
改
革
を
進
め
る
た
め
栃
木
県
鹿
沼
市
議
会
、
埼

玉
県
鶴
ヶ
島
市
議
会
お
よ
び
蕨
市
議
会
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会
行
政
視
察
報
告

委
員
長　

田
中　

昭
一

鹿
沼
市

「
市
民
協
働
の
取
り
組
み
」

　

自
治
基
本
条
例
制
定
の
き
っ
か
け
は
財

政
逼
迫
に
よ
り
住
民
の
力
を
借
り
な
い
と

行
政
が
立
ち
行
か
な
く
な
っ
た
こ
と
で
し

た
。
平
成
20
年
12
月
に
条
例
づ
く
り
の
基

本
方
針
や
進
め
方
を
考
え
る
「
鹿
沼
市
自

治
基
本
条
例
を
考
え
る
会
」
を
公
募
に
よ

り
組
織
し
、
市
民
37
名
、
市
議
会
代
表
３

名
と
学
識
経
験
者
１
名
で
条
例
策
定
の
検

討
を
始
め
ま
し
た
。
町
内
会
代
表
の
経
験

で
条
例
づ
く
り
の
中
心
的
役
割
を
担
い
自

治
会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
た
元
県
庁
職

員
は
「
多
少
の
脱
落
者
は
出
た
も
の
の
最

後
ま
で
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
条
例
を
完
成
さ

せ
た
。
市
民
に
条
例
づ
く
り
が
で
き
る
の

か
、
議
会
へ
の
説
明
が
で
き
る
の
か
不
安

だ
っ
た
。
市
の
職
員
に
黒
子
を
お
願
い
し

会
議
は
１
５
０
回
に
も
及
び
資
料
作
り
か

ら
進
行
・
ま
と
め
ま
で
全
て
や
り
と
お
し

時
間
は
か
か
っ
た
が
結
果
的
に
、
す
ご
い

仕
事
が
で
き
良
い
経
験
に
な
っ
た
」
と
の

こ
と
で
し
た
。
議
会
と
の
関
わ
り
は
、
議

会
側
か
ら
３
名
の
委
員
を
各
会
派
に
選
任

し
て
も
ら
っ
た
こ
と
、
完
成
し
た
条
例
案

を
議
会
に
上
程
す
る
前
に
全
議
員
へ
説
明

会
を
行
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
答
き
れ

な
い
ほ
ど
の
質
問
を
受
け
た
た
め
一
旦
持

ち
帰
り
再
度
丁
寧
に
説
明
を
し
た
こ
と
で

最
終
的
に
24
年
３
月
定
例
会
に
上
程
し
た

時
に
は
意
見
も
な
く
全
会
一
致
で
可
決
で

き
た
そ
う
で
す
。
説
明
を
し
て
い
る
方
々

の
や
り
き
っ
た
喜
び
の
表
情
が
伝
わ
り
ま

し
た
。
野
々
市
市
議
会
と
し
て
も
市
の
未

来
に
関
わ
る
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
情
報
と
知
識
の
蓄
積
を
図
る
必
要

が
あ
る
と
痛
感
し
ま
し
た
。

鶴
ヶ
島
市

「
議
会
改
革
の
取
り
組
み
」

　

全
国
８
１
０
の
市
・
区
議
会
の
議
会
改

革
度
が
常
に
上
位
の
議
会
で
、
改
革
の
手

法
と
議
会
運
営
の
申
し
合
わ
せ
事
項
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。
同
市
議
会
で
は
平
成

19
年
6
月
に
議
会
改
革
検
討
委
員
会
を
設

置
し
一
問
一
答
の
導
入
や
議
場
の
対
面
化

な
ど
改
革
事
項
を
15
項
目
に
絞
り
込
ん
で

検
討
と
試
行
を
続
け
、
平
成
21
年
３
月
19

日
に
「
鶴
ヶ
島
市
議
会
基
本
条
例
」
を
制

定
し
ま
し
た
。
改
革
の
特
徴
は
情
報
公
開

度
が
高
い
こ
と
で
、
議
案
に
対
す
る
議
員

個
別
の
賛
否
結
果
公
表
や
県
内
初
の
「
議

会
報
告
会
」
の
開
催
、
常
任
委
員
会
で
の

自
由
討
議
の
試
行
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
席
で
、
野
々
市
市
議
会
の
よ
う

に
基
本
条
例
を
つ
く
ら
ず
と
も
予
算
特
別

委
員
会
の
取
り
組
み
や
議
員
の
複
数
委
員

会
所
属
制
な
ど
出
来
る
こ
と
か
ら
一
つ
ず

つ
進
め
て
い
る
こ
と
は
大
い
に
評
価
で
き

る
と
逆
に
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

蕨
市

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
取
り
組
み
」

蕨
市
は
、
東
京
の
首
都
圏
拡
大
に
伴
っ

て
関
西
空
港
と
同
じ
面
積
に
人
口
７
２
０

０
０
人
、
１
平
方
キ
ロ
あ
た
り
に
１
４
０

０
０
人
と
全
国
一
の
人
口
密
度
で
す
。
昭

和
44
年
に
全
国
に
先
駆
け
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
推
進
条
例
を
制
定
し
市
民
主
体
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
こ
と
か
ら
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

転
出
入
の
割
合
の
高
い
単
身
者
や
マ
ン

シ
ョ
ン
居
住
者
を
ど
の
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
に
巻
き
込
ん
で
い
く
か
を
考
え

て
条
例
づ
く
り
を
し
た
が
、
近
年
は
協
働

意
識
が
進
み
、
様
々
な
立
場
・
意
見
の
方

が
参
画
す
る
と
の
こ
と
。
高
い
見
識
や

デ
ィ
ベ
ー
ト
能
力
を
駆
使
し
て
議
論
を
重

ね
る
こ
と
が
地
方
の
ま
ち
で
も
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
事
を
野
々
市
市
議
会

と
し
て
も
認
識
す
る
と
と
も
に
、
今
後
、

議
会
や
委
員
会
で
の
審
議
内
容
を
公
開

し
、
議
員
が
住
民
と
の
意
見
交
換
や
政
策

討
論
を
行
え
る
土
壌
作
り
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

栃木県鹿沼市にて

ロ
ー
ガ
ン
「
あ
の
日
を
忘
れ
ず
と
も
に
未

来
へ　

東
松
島
市
一
心
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
て
、
復
興
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

女
川
町

「
震
災
復
興
へ
の
取
り
組
み
」

　

県
の
東
、
牡
鹿
半
島
基
部
に
位
置
し
、

奥
州
三
大
霊
場
の
一
つ
で
あ
る
『
霊
島　

金
華
山
』
を
中
心
と
し
た
『
南
三
陸
金
華

山
国
定
公
園
』
地
域
に
指
定
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。
水
産
業
の
町
、
そ
し
て
、
原
子

力
発
電
所
の
町
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
大
震
災
発
生
後
、
揺
れ
の
大

き
さ
か
ら
、
津
波
が
来
る
こ
と
を
確
信

し
、
防
災
無
線
で
高
台
へ
の
避
難
を
呼
び

か
け
対
応
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
津

議
会
だ
よ
り

７
月
９
日
か
ら
13
日
に
か
け
て
、
福
島
県
新
地
町
の
「
復
興
計
画
」、
宮
城
県
東
松

島
市
と
女
川
町
の
「
震
災
復
興
へ
の
取
り
組
み
」、
同
県
名
取
市
の
「
震
災
復
興
へ
の

議
会
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会
行
政
視
察
報
告

委
員
長　

辻　
　

信
行

新
地
町

「
復
興
計
画
」

　

県
の
浜
通
り
の
最
北
端
に
位
置
し
、
北

と
西
は
宮
城
県
、
南
は
相
馬
市
、
東
は
太

平
洋
に
面
し
た
自
然
環
境
が
豊
か
で
、
四

季
を
通
じ
温
和
な
気
候
に
恵
ま
れ
た
地
域

で
す
。

　

市
は
、
東
日
本
大
震
災
の
対
応
を
「
そ

し
て
今
、
何
が
危
機
で
あ
っ
た
か
」
と
捉

え
検
証
し
、
基
本
理
念
を
、
失
わ
れ
た
人

の
絆
を
も
う
一
度
確
か
な
も
の
と
す
る
た

め
、『
や
っ
ぱ
り　

新
地
が
い
い
ね
』『
自

然
が
輝
き　

笑
顔
あ
ふ
れ
る　

町
再
建
』

と
し
「
新
地
町
復
興
計
画
」
を
作
成
し
ま

し
た
。
計
画
は
、
被
災
者
へ
の
早
急
な
生

活
再
建
支
援
、
原
子
力
災
害
に
よ
る
風
評

被
害
の
克
服
、
子
ど
も
な
ど
へ
の
長
期
的

な
健
康
不
安
の
解
消
を
図
る
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
野
々
市
市
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
消
防
ポ
ン
プ
車
は
、
防
火
活
動
に

も
活
用
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

東
松
島
市

「
震
災
復
興
へ
の
取
り
組
み
」

　

県
都
仙
台
市
の
北
東
に
位
置
し
、
東
は

石
巻
市
、
南
は
太
平
洋
に
面
し
た
、
東
北

と
し
て
は
比
較
的
暖
か
く
風
雨
の
少
な
い

地
域
で
す
。

　

大
震
災
の
被
害
状
況
、
災
害
対
策
本
部

の
対
応
、
消
防
署
や
消
防
団
員
の
活
動
状

況
な
ど
、
震
災
か
ら
の
復
旧
復
興
に
つ
い

て
の
苦
悩
と
現
状
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
災
害
本
部
の
対
応
の
な
か
で
、
市
長

は
市
役
所
内
で
陣
頭
指
揮
を
と
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
避
難
所
に
市
長
の
姿
が
見
え

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
市
民
の
間
に
市
長

が
安
全
な
所
へ
避
難
し
た
の
で
は
と
い
っ

た
声
も
出
て
く
る
な
ど
対
応
の
難
し
さ
に

つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
は
、
大
震
災
で
学
ん
だ
「
甚
大
な
被

害
を
直
視
す
る
」、「
現
実
に
起
き
た
こ
と

に
立
ち
向
か
う
」、「
復
興
す
る
ま
で
あ
き

ら
め
な
い
心
」
の
３
点
を
基
に
、
復
興
ス

波
に
よ
る
河
川
の
逆
流
は
、
上
流
に
も
達

し
、
惨
状
は
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
状
況

で
あ
り
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々

の
ご
冥
福
と
、「
と
り
も
ど
そ
う　

笑
顔

あ
ふ
れ
る
女
川
町
」
に
向
け
て
の
復
興
を

願
い
、
大
き
な
支
援
の
必
要
性
を
感
じ
ま

し
た
。

名
取
市

「
震
災
復
興
へ
の
議
会
の
取
り
組
み
」

　

県
都
仙
台
市
の
南
東
に
位
置
し
、
東
は

太
平
洋
に
臨
み
、
西
部
一
帯
は
自
然
環
境

に
恵
ま
れ
た
丘
陵
地
帯
で
す
。

　

大
震
災
発
生
後
、
市
議
会
と
し
て
、
議

長
は
、
災
害
対
策
本
部
か
ら
の
情
報
収

集
、
議
員
は
、
地
域
を
主
と
し
た
被
災
者

支
援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
復

興
に
向
け
て
、「
復
興
調
査
委
員
会
」
を

設
置
し
、
避
難
状
況
な
ど
の
情
報
を
市
と

交
換
す
る
な
ど
し
、
復
興
と
は
、「
何
よ

り
も
ま
ず
、
元
の
状
況
を
取
り
戻
す
こ
と

で
あ
る
」
と
の
考
え
の
も
と
、
予
算
の
執

行
や
復
興
計
画
の
策
定
な
ど
、
市
と
連
携

し
活
動
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

地
震
に
対
す
る
避
難
計
画
は
あ
っ
た
も

の
の
、
津
波
に
対
す
る
計
画
が
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
復
興
と
今
後
の
震
災
に
対
す

る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ

の
こ
と
を
野
々
市
市
政
へ
反
映
さ
せ
た
い

と
思
い
ま
す
。

福島県名取市にて
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生
涯
に
乳
が
ん
を
患
う
日
本
人
女
性

は
、
16
人
に
一
人
と
言
わ
れ
、
30
代
か
ら

増
加
し
、
40
歳
代
後
半
の
比
較
的
若
い
世

代
に
多
く
な
っ
て
お
り
、
日
ご
ろ
か
ら
乳

が
ん
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

乳
が
ん
は
早
期
に
発
見
・
対
処
す
る
こ
と

で
治
る
可
能
性
が
高
く
、
自
分
で
発
見
で

き
る
数
少
な
い
が
ん
で
す
。

■ 

定
期
的
な
検
診
で
早
期
発
見

　

市
で
は
、
40
歳
以
上
の
人
に
２
年
に
１

度
、
乳
が
ん
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

乳
が
ん
検
診
は
、
医
師
に
よ
る
視
触
診
と

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
の

両
方
を
行
い
ま
す
。
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
で
は
、
し

こ
り
と
し
て
触
れ
る
前
の
段

階
で
も
発
見
す
る
こ
と
が
で

き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
乳
が
ん
を
早
期
発

見
す
る
た
め
に
は
定
期
的

に
検
診
を
受
け
る
こ
と
に
加

え
、
他
に
自
ら
が
行
う
「
自

己
検
診
」
も
大
切
で
す
。

健 康 通 信

問い合わせ
◆健康推進課
☎248-3511

自
分
で
で
き
る
!!

乳
が
ん
対
策

地域の底力地域の底力
～高齢者などの安心を
　　みんなで守ろう～
～高齢者などの安心を
　　みんなで守ろう～

…38

地
域
サ
ロ
ン
に
行
っ
て
み
よ
う
⑭

　

地
域
の
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
場
所
で
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
の
が
「
地
域
サ
ロ
ン
」

で
す
。
そ
ん
な
市
内
の
「
地
域
サ
ロ
ン
」
を
不
定
期
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
第
14
弾
と
し
て
「
ゆ
り
か
ご
の
会
（
本
町
１
丁
目
県
住
）
お
た
っ
し
ゃ
サ
ロ
ン
」

を
紹
介
し
ま
す
！

■ 

ゆ
り
か
ご
の
会
お
た
っ
し
ゃ
サ
ロ
ン

現
在
の
サ
ロ
ン
の
参
加
人
数
は

　

約
10
人

サ
ロ
ン
の
特
徴
は

　

昨
年
10
月
に
サ
ロ
ン
立
上
げ
た
新
し
い
サ
ロ
ン
で

す
。
茶
話
会
や
体
操
を
中
心
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
参
加
者
で
相
談
し
な
が
ら
お
花
見
な
ど
の

季
節
行
事
を
取
り
入
れ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

参
加
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
は

　

み
ん
な
が
集
ま
れ
る
機
会
が
あ
れ
ば
良
い
と
の
意
見

が
多
く
あ
っ
た
た
め
サ
ロ
ン
を
始
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

高
齢
者
の
介
護
予
防
、
認
知
症
予
防
、
閉
じ
こ
も
り
予

防
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

市
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

人
数
制
限
や
会
費
徴
収
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
気
軽

に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

大
勢
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

活
動
場
所　
二
花
集
会
所

活
動
日
時　
第
２
・
４
水
曜
日　

午
前
10
時

対

象

者　
本
町
１
丁
目
県
営
住
宅
に
住
む
人

問
い
合
わ
せ　
宮
本
（
世
話
役
）
２
９
４
・
５
２
８
６

■ 

今
月
か
ら
実
践
！
自
己
検
診

　

月
に
一
回
、
閉
経
前
の
人
は
月
経
後
１

週
間
以
内
に
、
閉
経
後
の
人
は
自
分
の
覚

え
や
す
い
日
に
ぜ
ひ
「
自
己
検
診
」
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

仰向けで乳房から脇の
下まで外側から内側へ
指を滑らせてしこりな
どの有無を確認する。

４本の指（親指以外）の腹で円
を描くように動かし、くぼみや
しこりがないか、乳頭から分泌
物が出ていないかを確認する。

乳房の変形や左
右差、皮膚のひ
きつれがないか
を確認する。

声かけ つなぎ
見守り

　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
悩
ん
で
い
る

人
に
気
づ
き
、
声
を
か
け
、
話
を
聞
い
て
、

必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
見
守
る
、
命
の
門

番
で
す
。
市
で
は
、
毎
年
約
10
人
が
自
ら

命
を
絶
っ
て
い
る
現
状
を
変
え
よ
う
と
、

２
月
１
日
㈮
と
８
日
㈮
に
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
養
成
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
29
人
は
、
初
回
に
は
、
悩
ん

で
い
る
人
に
ど
う
や
っ
て
気
づ
く
か
や
接

し
方
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
二
回
目
に
、

福
井
県
東
尋
坊
を
巡
回
し
、
多
く
の
自
殺

を
食
い
止
め
て
き
た
茂
幸
雄
さ
ん
の
実
体

験
を
聞
き
ま
し
た
。「
み
ん
な
“
誰
か
に

聞
い
て
ほ
し
い
、
助
け
て
ほ
し
い
”
と
思

い
な
が
ら
岩
場
に
立
っ
て
い
る
。
一
声
か

け
る
だ
け
で
、
救
え
る
命
が
あ
る
」
と
声

か
け
の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

自殺をしない、させないために
手を差し伸べることで
　　　　救える

３月は自殺対策強化月間

家族や仲間の変
化に気づく

一歩勇気を出し
て、声をかける

気 持 ち を 尊 重
し、耳を傾ける

気づき 傾　聴

ＮＰＯ心に響く文集・編集局　

茂 幸雄　代表理事
（東尋坊のちょっと待ておじさん）

命

議 

会 

活 

動

1
月
16
日
か
ら
２
月
15
日

■
１
月

17
日　

石
川
中
央
都
市
圏
議
会
連
絡
会
行

政
課
題
研
究
会

22
日　

健
康
福
祉
常
任
委
員
会　

産
業
建

設
常
任
委
員
会

23
日　

総
務
常
任
委
員
会　

教
育
文
化
常

任
委
員
会

28
日　

南
加
賀
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

30
日　

議
会
運
営
委
員
会　

議
員
総
会

■
２
月

12
～
13
日　

県
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

入 

札 

結 

果

１
０
０
０
万
円
以
上
（
税
込
み
）

１
月
入
札

■ 

戸
籍
総
合
シ
ス
テ
ム
・
ブ
ッ
ク
レ
ス
機

器
等
賃
借
業
務

予
定
価
格　

２
０
１
６
万
円

落
札
価
格　

１
７
８
９
万
８
３
０
０
円

落
札
者　

Ｎ
Ｅ
Ｃ
キ
ャ
ピ
タ
ル
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
㈱

■ 

公
共
下
水
道
事
業　

汚
水
管
布
設
工
事

　

上
林
第
一
処
理
分
区　

第
１
工
区

予
定
価
格　

１
０
５
０
万
円

落
札
価
格　

１
０
１
１
万
１
５
０
０
円

落
札
者　

㈱
下
川
組

■
第
41
回　

新
春
囲
碁
大
会

１
月
20
日
㈰　

中
央
公
民
館

▽
Ａ
級
（
四
段
以
上
）

①
境
盛
隆
（
金
沢
市
）　

②
柴
稔
（
矢
作
）　

③
村
濱
光
海
（
御
経
塚
）

▽
Ｂ
級
（
三
段
以
下
）

①
小
路
秀
明
（
新
庄
）
②
魚
章
（
太
平
寺
）

③
村
本
浩
（
柳
町
）

大 

会 

結 

果

【販売場所一覧】（順不同）
Ａコープ富奥店／ドラッグストアコメヤ
富奥店／御経塚コメヤ薬局／野々市三納
コメヤ薬局／金沢工業大学 21 号館売店
／イオン御経塚店／イオン野々市南店／
石川県立大学売店／ぽかぽか御経塚の湯
／市役所企業管理課

野々市では、飲むのも、ゴハン炊くのも、
決まってこの水です。（通称：のっティの水）

好評発売中！
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まちの話題、あんなこと、こんなこと。皆さんの周りの楽しい話題やイベントなどの情報を教えてください。市民協働課（☎227− 6056）

ちカメラあちこ
い
の
の

先人の暮らしと知恵を学ぶ
押野児童館事業　わら工作の会

　昔ながらの伝統工芸や暮らしを子どもたちに知ってもら
おうと、１月22日㈫押野公民館でわら縄作りの体験会が
開かれ、館野小学校５年生98人が挑戦しました。
　会では、押野や御経塚の年寄り10人がわら縄のない方
を伝授。子どもたちは、わらを手のひらでうまく擦り合わ
せるコツを熱心に聞くなどして、一生懸命取り組んでいま
した。手を動かしながらも「あんたたちくらいの子どもの
ときによく作ったもんだよ」と年寄りが語る思い出話に耳
を傾け、先人の暮らしに思いを馳せているようでした。

ヤーコンは野々市の冬の味覚
ヤーコン料理教室

　野々市ヤーコン倶楽部が主催する料理教室が１月20日
㈯、富奥公民館で開催され、集まった34人の市民はヤー
コンの調理方法を市学校栄養士から学びました。今回は、
野々市中学校の生徒が考えたメニューも紹介されたり、
「どこで売っているの」「保存方法は」などの質問が相次
ぎ、新たな野々市の冬の味覚に関心や期待が高まっていま
す。当日は、アピオスというイモの仲間の農作物も紹介さ
れ、ヤーコンと同じく体に良い食品ということで、今年か
ら市内で生産されるそうです。

　文化会館フォルテの大ホール上に舞台と客席を設けるス
テージ・オン・ステージが２月３日㈰に行われました。４
回目となる今回は、これまでのジャズやポップスのライブ
と趣向を変え、劇公演を行いました。
　舞台では、自動販売機を中心に６つの小作品が繰り広げ
られ、市民劇団「劇団nono（のの）」も参加。舞台と客
席が近いことを生かして、出演者が客に話しかける演出が
見られるなど、一体となってステージ上の空間を楽しんで
いるようでした。

ステージ上で見る劇はいかが
ステージ・オン・ステージVol.4　劇公演「自動販売機」

大胆さと繊細さを兼ね備えた音色
スピリット・オブ・パーカッション

　パーカッション奏者の加藤訓子氏のコンサートが、文化
会館フォルテで１月26日㈯行われ、J.Sバッハのコラー
ルやI.クセナキスのルボンなど全９曲が演奏されました。
会場には、マリンバの奏でる木の音色、太鼓やログドラム
の力強い音が響きわたり、訪れた観客を魅了していました。
　アンコールでは、野々市に古くから伝わる野々市じょん
から節をマリンバで演奏。太鼓、笛や三味線の奏でる雰囲
気とは違ったやさしい音色がじょんから保存会の歌声とと
もに会場を包んでいました。

糖尿病予防は食生活から
生活習慣病予防　健康教室

　市食生活改善推進協議会による健康教室が、１月16日
㈬、保健センターで開かれました。
　今回は25人が参加し、講話と調理実習を通して糖尿病
の予防法を学びました。教室では、予防するためにバラン
スの良い食事を心がけ、野菜をたくさん食べることや、血
中脂質や血圧を下げる効果のあるいわしの調理法などが紹
介されました。今回唯一の男性参加者である田中広文さん
は「運動はしているが食事は気にしていなかった。少しず
つ学んでいき、健康意識を高めたい」と話しました。

万が一の時に備えた災害対応
ぽかぽか御経塚の湯との災害協定を締結

　市は、有限会社ぽかぽかと災害時に「ぽかぽか御経塚の
湯」を入浴支援施設として使用する協定を２月13日㈬に
締結しました。これは、被災された人の精神的、肉体的な
負担を入浴することによって軽減させることを目的として
行われるもので、全国各地から支援に訪れた人にも施設を
開放する予定です。
　松永久美子代表取締役は、「地元に社会貢献することが
使命であると考えていた。多くの人の笑顔が見れるように
協力していきたい」と熱い気持ちを話しました。

住み続けたいまちづくりを目指して
金沢大学タウン・ミーティングin野々市

　市民、金沢大学、市が連携し、協力してつくり上げるま
ちについて考えるため、金沢大学のタウン・ミーティング
を１月27日㈰、情報交流館カメリアで開催しました。
　約150人の市民や学生が参加し、金大研究者からの話
題提供を受けた後、テーマごとにグループを分け意見交換
を行い、市民、大学、行政が協力してまちづくりを進めて
いくことの大切さを確認しました。
　市では、これからも、市内外の大学の知的財産をまちづ
くりに生かす取り組みを進めていきます。

アピオスも初お目見え→
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わ
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の

夢

ぼ
く
の

夢

〒921-8815　野々市市本町2丁目14番6号
☎248-8099
開館時間　10：00〜19：00（土日は17：00まで）
休 館 日　毎週月・祝日

野々市市立図書館

広
告
欄

● 今月の展示図書

テーマ『舞台劇を読む!!』
※展示期間中は貸出でき
ませんので、予約をお願
いします。

楽しい絵本や紙芝居の
読み聞かせです。

誰でも自由に
参加できます。

● 今月のおはなし会

とき：３月16、23日㈯
　　　午前11時から
場所：児童図書コーナー

図書館お役立ち情報：この春、市に転入された人、まずは図書館へどうぞ。野々市での暮らしに役立つ情報があります。

● 大人向け

『ピュリツァー賞受賞写真　全記録』
ハル・ビュエル／著

日経ナショナルジオグラフィック社

世界の歴史が動いたあの瞬間、
報道写真が切り取り、誰もがそ
れを目撃した。優れた報道に与
えられる、米国で最も権威ある
賞を受賞した邦人３人の写真も
掲載。

● 子ども向け

『友だちが増える話し方の
コツ』

西出　博子／著　学習研究社

みんながハッピーになれる話し
方をマスターしよう。「そのペ
ンかわいいね」「昨日のドラマ、
面白かったね」まずは、なるべ
く前向きの言葉を選ぶことから
始めよう。

パティシエールになりたい

近藤　朱里さん
富陽小学校３年

水泳の選手になりたい

荒木　公佑くん
富陽小学校１年

野 々 市 検 定
～新しい発見があるかも!?～㉔

　広報ののいちをよく読めば、答えが載っているかも!?

〈第1問〉椿まつりの会場にはいろんなツバキが並びます

が、やはり目を引くのは品種名「野々市」。「野々市」の

花の特徴で当てはまらないものは？

Ａ. 淡い桃色　　Ｂ. 一重　　Ｃ. 筒しべ　　Ｄ. 大輪

〈第2問〉５年後に市で開催が内定した全国椿サミット。

今年はどこで開催された？

Ａ. 愛媛県　　Ｂ. 山口県　　Ｃ. 沖縄県　　Ｄ. 東京都

〈第3問〉野々市の冬の風物詩として定着しつつあるヤー

コン。今年から新たに市内で生産予定の野菜は？

Ａ. アピオス　Ｂ. ハバネロ　Ｃ. クレソン　Ｄ. ケール

正解は

14 ページで

パノラマ写真で本町通りを紹介

本町通りのパノラマ写真の一部

早いもので開設して３年目を迎えようとしていま
す。今では利用者数も増え、たくさんの未就園

児親子が足を運び、和やかな雰囲気の中で子どもと遊
んだり、母親同士で子育ての情報交換をしたりと、交
流を深めています。

今年度は親子製作に加え、年３回の親子クッキン
グを取り入れ、かわいいパンケーキやドーナツ、

行楽弁当を作って食べました。子どもたちは目をキラ
キラと輝かせて、お母さんと一緒に作る過程を楽しん
でいます。待ちきれずに食べてしまう子もいます。お
母さんたちも時には夢中になりながら楽しみ、ラン

チルームはいい匂いに包
まれます。「おいしいね」

「もっと食べたい！」「普
段は嫌がって食べないの
に初めて食べた!!びっく
り！」「お家でも作ろう

ね」などと会話しな
がら過ごす姿がとて
も微笑ましく感じる
ひと時です。

その他の活動とし
ては、季節ごとの行事や、講師を招いての

ベビーマッサージ、お母さんの癒しのためのハン
ド・フットマッサージ、育児講座やお母さん同士
が話題を出し話し合い、自分なりの答えを探して
いく“NPプログラム”といった子育てセミナー
などを行っています。

また、利用者の皆さんに感謝の気持ちを込め
て「サプライズ企画」を実施していて、お

たよりに載らない企画ですが、毎回大好評です。
次回もお楽しみに!!これからも地域に愛される場
所として子育て中の親子が笑顔で過ごし、一層元
気になれるよう支援していきたいと思います。

「３年目もがんばります !!」
子育て支援センター和光

　市と金沢工業大学が連携して、インターネット上で本町通り11カ所
のパノラマ写真の公開を始めました。
　パノラマ写真は、米航空宇宙局（ＮＡＳＡ）などが開発した写真合成
システム「GigaPan」を使って撮影されたもので、普段は公開していな
い水毛生家住宅などの建物内部もぐるりと見ることができます。
　西田さんと寺田さんは「写真を撮るために『北国街道 野々市の市』
の運営ボランティアに参加したり、写真を活用してもらうため『ののい
ち里まち倶楽部』にＰＲするなど、地域とつながりができました。市外
からでも写真を見て、ぜひ本町通りを訪れてほしいです」と話しました。
　写真は、市のホームページから見ることができます。

金沢工大　環境・建築学部４年生の
西田 翔太さん（左）、 寺田哲也さん（右）
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編
集
後
記

古紙配合率100％再生紙を使用しています

ののいちふれあい通信

金沢ケーブルテレビネット えふえむ・エヌ・ワン
8:00～　8:30
18:00～18:30

デジタルハイビジョン009ch ホームタウン野々市
月～金／ 6:30～　7:00

11:15～11:55
16:00～17:00

FM放送 76.3MHz

声で聴く「広報ののいち」　問い合わせ　橋野 千恵子（☎248-2521）
音訳グループ「カミーリア」が、毎月広報ののいちを録音したテープを作っています。
また、地域ポータルサイト「ののいちタウン情報局」でも、聞くことができます。
目の見えない人だけでなく、活字が読みにくくなったという人もご利用ください。
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【今月の表紙】
　２月中旬に市内でツバキを探すもの
の、なかなか満開のものは見つからず。
やっと「撮れた！」と喜んで帰ると、
他の広報担当者から「これサザンカや
よ」と一言。慌てて、撮り直そうと中
央公園に行ったところ、出会ったのが
都志さん親子です。ツバキも凍える寒
さの中、遥生くんは元気いっぱい。早
く満開のツバキが見れるといいね。
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田
１

河
合　

喜き

穂ほ

仁
将

智
子

）下
林
２

　
　
　

紗さ

心こ

臼
井

　
　
　

彩あ

心こ

崇
紗
彩

）太
平
寺
３

西
本　

光み
つ

希き

行
光

亮
子

）本
町
６

野
村　

龍
り
ゅ
う

輝き

勝
将泉

）野
代
３

中
瀬
は
る
か

貴
典

亜
由
美

）上
林
４

永
森　

敦あ
つ

貴き

竜
也律

）稲
荷
２

浅
井
菜な

な々

香か

信
宏

美
妃

）御
経
塚
５

田
平　

桜お
う

士し

真
也

美
香

）藤
平
田
１

土
肥
美み

和お

里り

憲
太

衣
里
加

）太
平
寺
１

本
保　

拓た
く

珠み

重
博香

）押
野
７

上
段　

旺お
う

輝き

尚
浩

早
紀

）白
山
町

鈴
木　

愛あ

結ゆ

達
郎

典
子

）藤
平
田
１

松
島　

翔
し
ょ
う

大た

啓
補

弓
実

）堀
内
３

赤
木　

朔さ
く

也や

優
也

由
未
子

）矢
作
１

橋
本　

泰た
い

良ら

伸
行

幸
恵

）白
山
町

小
々
髙
望み

結ゆ

智
也

智
恵

）白
山
町

三
輪　

百も
も

伽か

裕
治

博
美

）菅
原
町

水
口　

果か

穂ほ

祐
介

晃
代

）新
庄
３

土
居　

柊
し
ゅ
う

惺せ
い

弥
寿
彦

友
見

）本
町
１

山
下　

新あ
ら

太た

啓
介

千
夏

）太
平
寺
２

市
川　

大は
る

翔と

浩
也

芳
美

）新
庄
２

川
口　

遥は
る

士と

裕
二

次
美

）押
野
５

澤　
　

瑞み
ず

希き

達
哉

玲
奈

）位　
川

た
か
さ
ご

　

氏
　
名
　
　
　
前
住
所

住
　
所

高
水　

宏
昭　

末
松
２

櫻
田　

順
子　

末
松
２
）末
松
２

加
賀
谷
剛
明　
太
平
寺
１

山
本　

真
弓　
太
平
寺
１

）太
平
寺
１

岡
﨑　

賢
治　

上
林
４

林　
　

恵
里　

金
沢
市
）上
林
４

山
本　

裕
二　

金
沢
市

泉　

亜
利
沙　

金
沢
市
）稲
荷
４

板
谷　

春
二　

野
代
１

穴
畑　

理
恵　

野
代
１
）野
代
１

永
谷　

光
春　

郷　

町

向
川　

由
佳　

郷　

町
）郷　
町

濱
田　

元
紀　

金
沢
市

金
山　

智
子　

新
庄
５
）新
庄
５

潟
辺　

陽
一　

郷　

町

水
株　

麻
美　

郷　

町
）郷　
町

山
口　

一
馬　

本
町
５

宮
口
は
る
か　

白
山
市
）押
野
４

村
尾　

一
正　
太
平
寺
１

上
田　

香
織　

金
沢
市
）徳
用
町

小
坂　

隆
樹　
二
日
市
町

丹
羽　

温
美　
二
日
市
町

）二
日
市
町

中
村　

孝
司　
二
日
市
町

髙
橋　

雅
代　
二
日
市
町

）二
日
市
町

野
村　

建
司　

金
沢
市

中
田　

淳
子　

川
北
町
）三
納
３

西
﨑　

洋
英　

横
宮
町

宮
西　

沙
季　

白
山
市
）横
宮
町

安
宅　
　

礼　

上
林
４

宮
下　

綾
佳　

白
山
市
）上
林
４

坂
本　

潤
哉　

白
山
町

上
田　

有
希　

白
山
町
）白
山
町

ラ
イ
ト･

ブ
レ
ン
ト
オ
ー
ル
デ
ン 

高
橋
町

永
井　

早
苗　

白
山
市
）高
橋
町

安
田　

博
文　

粟
田
１

清
水　

美
貴　

津
幡
町
）粟
田
１

小
竹　

啓
太　

菅
原
町

石
垣
加
寿
美　

金
沢
市
）菅
原
町

南
谷　

卓
志　

新
庄
１

土
本　

愛
子　

加
賀
市
）新
庄
１

田
村　

祐
樹　

小
松
市

今
井　

明
子　
太
平
寺
２

）太
平
寺
２

お
く
や
み

氏
　
名

住
　
所

年
　
齢

山
口　

正
二

粟
田
２

89
歳

山
田　

敏
樹

新
庄
２

56
歳

山
下　

節
子

新
庄
５

90
歳

田
中
知
可
子

押
野
３

93
歳

西
脇　

直
美
二
日
市
町

60
歳

新
谷　

義
子
御
経
塚
５

70
歳

内
村　

義
昭

堀
内
２

64
歳

町
中
十
太
郎

本
町
１

83
歳

近
岡　

敏
子

本
町
４

91
歳

上
野　

枝

清
金
３

95
歳

木
野　

靜
枝

本
町
４

82
歳

山
口　

三
枝

本
町
３

88
歳

髙
田　

信
治
藤
平
田
２

81
歳

森
田　

勇
男

押
野
１

75
歳

瀬
尾　

君
夫

本
町
３

90
歳

大
島　

武
志

新
庄
２

77
歳

小
島
富
士
子

本
町
２

72
歳

松
島　

時
子

中
林
１

92
歳

山
本
千
代
子

横
宮
町

83
歳

中
村　

和
雄

位　

川

65
歳

山
本　
　

愛
二
日
市
町

27
歳

塚
本　

友
勝

本
町
１

91
歳

■ 1 月末現在の人口

（　）は前月比

　人　口 49,620 人 （＋  58）

　　男　 25,235人 （＋ 31）

　　女　 24,385人 （＋ 27）

　世帯数 21,505 世帯 （＋ 29）

■ 1 月中の人の動き

　転　入 197 人

　転　出 176 人

　出　生 65 人

　死　亡 27 人

※住民基本台帳に記載されて
いる数字です

H25.1.16～2.15受付分
個人情報保護のため本人・ご家族の希望が
あったものを掲載しています

戸籍の窓

野 々 市 検 定　（問題は12ページ）

【第1問】Ｄ.  大輪　ツバキ「野々市」は、淡い桃色の花びらで一重、
筒しべの花。小ぶりな花がかわいらしい品種。

【第2問】Ｃ.  沖縄県　沖縄本島北部の本部町、国頭村、大宜味村
で開催されました。来年は愛媛県松山市の予定です。

【第3問】Ａ.  アピオス　茎の所々がピンポン玉くらいの大きさに
なり、ネックレスのような形状の野菜。

　元電電公社在職中の昭和30～40年代、世界に先駆け
て取り組んだのが、移動中の通信電波の伝わり方を綿密
に調べ、詳しい設計方法を導き出すこと。世界の研究者
から「奥村モデル」と呼ばれ、携帯電話の開発に大きな
影響を与えました。また、新しい移動電話の開発を早め、
世界のトップを切ってサービス提供を開始しました。
40年経っての評価に感謝
　天恵は忘れたころにやってくるもんだ、と驚きました。
研究当初、これからは固定電話よりも移動電話が主流に
なると分かっていたので「自分がやらねば」との思いで
やりました。多くの人が「まだ早い」と言いましたが、
戦後の高度経済成長期に世界で１番初めにやることに意
味がありました。まだ日本にはコンピューターも電卓も
普及していない時代だったので大変な苦労もありました。
俳人「奥村 誠一路」としての一面も
　市俳句協会の顧問を務めています。俳句との出会いは
旧金沢工専在学中。研究中もこつこつと作り、平成12年
に金沢工大を退職してからは俳句三昧です。夢は歳とと
もに変わるものだから、若いうちからこれと決めるより
も、たくさん勉強して、たくさん本を読むことです。そ
うすれば、自分のことも分かってきて、夢が持てますよ。

日本人初「工学のノーベル賞」受賞！
　携帯電話の基礎となる通信システムの研
究が評価され、アメリカの研究機関から「工
学のノーベル賞」とされる「チャールズ・ス
ターク・ドレイパー賞」に日本人で初めて選
ばれた奥村善久さんを紹介します。

奥
おくむら

村　善
よしひさ

久さん
（金沢工業大学名誉教授、本町１）

Ichi おし市民
7

市内で活躍する人を紹介します。
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　冬の晴れ間に散歩しようと、御経塚の
馬場川沿いの遊歩道にのっティでやって
きました。すると、普段は閉まっている
はずの祠の扉が開いている…。お供

そな
えも

のをしていた人に聞いてみると、今日は
「塚越まつり」だそうです。
　馬場川沿いにある経塚公園（泉の広
場）。この南にあるのが、御経塚の地名
の由来になった市指定遺跡「経塚」です。
一般的に仏教の経典を埋めた塚を経塚と
言い、この地区からも経典の１文字が書

かれた石がたくさん見つかったという話
が伝わっているそうです。
　10年に渡って祠の管理をしている、
塚越管理会の半田さんに案内していただ
きました。
「昭和40年ごろまで、ここには“一本杉”
と呼ばれる大きなスギがありました。御
経塚のシンボルで、野町・広小路方面か
らも見えたそうです。落雷で枯れてし
まったので伐採しましたが、今も御経塚
の人にとって、ここは大切な場所です」

御経塚西（西部ルート⑳）

コミュニティバス「のっティ」に乗って、ぶらり市内探訪。

　毎年２月15日に祠
ほこら
の扉を開き、地域の長（現在は町内会長）が酒を奉

納するしきたりがあります。前日には、塚越管理会が祠や周辺を掃除して
清めます。地域に伝わる特別な日。（バス停「御経塚西」から徒歩２分）

のっティで巡る

ののいち探訪⑨

地域の有志がつくる「御経
塚まちづくり会」のおかげ
でまちには花があふれ、わ
きあいあいと暮らしていま
す。今後も大切に守り伝
え、かつてのように子ども
たちが伸び伸び遊べる場所
になってほしいですね。

　半田 勝次さん
案内人

塚
つか

越
ごし

まつり

祠の中には傳
ふ
大
だい
士
し
像（複製）

※現物はふるさと歴史館
で保管

周りは飲食店が多く賑やか


